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公室の規模と居室の構成からみた住空間構成の実態
一住宅雑誌と福井市の新築着工住宅の比較検討-
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This paper aims to typify the relatioIl bctween family rooms and the other rooms from 
comparison between dwellings il housillg magazines and newly built detachcd housings 
in Fukui city. 
80， the relation between family rooms and the other rooms has been examined in 
eight types. Main conclusions are as follows : 
1. The composition of these eight types are greatly connected to the scale of arnily 
1'00111s. 
2. The change of thc composition caused bヅthescale of total floor differs according 
to thc scale of family rooms. 
3. The cha1'acte1'istics of the composition are also different for the two groups of 
dwellings compared here. 
1.研究の目的と方法
(1)研究の目的と検討対象
現代の住宅は、そこに住む家族の生活像が十分反映されているとはいえず、伝統や慣習あるいは
メディアによる理想像などの影響を受け、居住者・設計者ともにその方向性を失っている状態なの
ではないだろうか。このような背崇の中で、本論文は現代の住宅の室構成とそこでの生活を把握す
るための予備的研究として、新築住宅の住空間構成の実態を類型化しようとするものである。
そこで、すでに報告した「福井市における新築着工住宅の住空間構成の実態一公室の規模と付加
室の構成に注目してー J (福井大学工学部研究報告第40巻 第1号)を引き継ぎ、そこでおこな
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った福井市における新築着工住宅の住空間構成の分析と同様の方法で一般住宅雑誌の住空間構成の
実態を把握し、両者の比較検討をおこなうことを目的としている。
検討の対象は、福井市において1989年 1月--8月に確認申請届出のあった専用住宅(以下、福井
市)と、 『ニューハウス~ (ニューハウス出版社)と r新しい住まいの設計.!I (扶桑社)の両誌の
1989年 1月"'-12月に掲載された住宅(以下、住宅雑誌)の中から r2世帯住宅j r別荘Jr離れ」
そして後述の類型化にのらない「特殊例(公室が2階にあるタイプなど)Jを除いたもので、総数
;ま「福井市J473件、 「住宅雑誌J443件である。
(2)分析の方法
住空間構成の実態を検討するにあたって以下のように定義をおこなった。
まず「台所」を含む、あるいは「台所Jから連続的に連なる洋室群を「公室(P)Jと定義し、そ
の面積規模により 10rri(6畳)未満を rE.Jタイプ、 10--20ri(12畳)未満を rD E. Jタイプ、 20----30
ri(l8畳〉未満を rLKJタイプ、 30ri以上を rL DK Jタイプと称する。
住宅1階の「公室」以外の居室については、 「公室」との関係により『接続系列(公室と居室が
連続的に連なり、廊下を経由せずに行き来できるタイプ)~と『独立系列(居室が公室から独立し、
廊下を経由して行き来するタイプ)~に分類をおこなう。さらに「接続系列」については、その接
続形式により後述の類型化をおこなうものとする。
また居室は「和室(・)Jと「洋室〈ロ)Jに区分し、 2和室続き間は(・・)、また3室続き間は(・
・・)や(・・ロ)として表現する。
1階部分の住空間構成については、 「公室」と居室の構成により表 1に示す 8系列に類型化し、
分析をおこなう。
2.住空間構成の概要
上記の方針に基づき、住空間構成タイプをすべて系統樹的に表現したものが図 1、図2である。
タイプ総数は「福井市」が69タイプ、 「住宅雑誌」が47タイプである。なお図中で網掛けとなっ
ているタイプは福井市と住宅雑誌との比較の結果より、他方にはみられない特有のタイプであるこ
とを示している。
公室規模:ま、福井市では rLDKj31%、 r L K J 42%、 r D K J 26%、 「五 J1 %、住宅雑誌
では rL D K j 64%、 r L K J 25%、 r D I¥:J 9 %、 「五J2 %、となっている。居室数ば福井市
では、「なしJ4%、r1室J29%、r2室J40%、r3室J16%、r4室-J11%(平均2.1室)、
これに対し住宅雑誌では、 「なしJ7 %、 r 1室J47%、 r 2室J27%、 r3室J14%、 r4室"-J
4% (平均1.8室)である。住宅雑誌と比較して、福井市で!ま公室規模は小きく居室数は多いという
特徴がみられる。
公室規模と居室数の関係では、福井市・住宅雑誌ともに rL DKJと rLKJとでほ違いはあま
りなく、 2室未満の割合は福井市で約4割、住宅雑誌で約6割を占め相対的に高い。一方 rD E. j 
でほ3室以上の割合が福井市・住宅雑誌ともに4劃を占め、公室規模の拡大にともなう居室数の減
少がうかがえる。
居室系列ば、 「接続和室系列」が福井市で37%、住宅雑誌で33%と最も多くなっているが、福井
市では「独立続き間系列」が19%で2位、以下「接続続き間系列J16%、 「独立和室系列J11%と
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表 1 居室系列の類型化
1 r居室なし」
2 r接続和室系列」
3 r接続続き間系列」
4 r接続和室+独立続き間系列」
5 r接続その他系列」
6 r独立和室系列」
7 r独立続き間系列J
8 rその他(洋室系列)J ??』????????
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なっているのに対し、住宅雑誌では「独立和室系
列Jが22%で2位、 「独立続き間系列J r接続続
き間系列Jはそれぞれ8%、7%と少なくなって
いる。
公室規模別に居室系列をみると、福井市・住宅
雑誌ともに rLDKJrLKJでは『接続系列』
が50%台、 『独立系列Jは30%台となっている。
しかし rDK Jでは『接続系列』が約80%、 『独
立系列』が約20%となっており、 rDK Jにおけ
る『接続系列』の割合の高きが特徴的である。ま
た福井市・住宅雑誌ともに、ど、の公室規模におい
ても「接続和室系列」の割合が高く 1位であるが、
2位については、公室規模の拡大にともない、福
井市では「接続続き間系列」から「独立続き間系
列」へと、住宅雑誌では「接続続き間系列」から
「独立和室系列」へと移行している点が特徴とし
て挙げられる。
さらに公室規模ごとに居室系列別の居室数を示
したものが図3、図4である。この図よ η居室数
の増加にともなう居室系列の推移、特に「接続和
室系列J r独立和室系列」から「接続続き間系列」
「独立続き間系列」への移行は、公室の規模によ
り異なり、公室の規模が小さいほど顕著にみられ
る。なお、この推移は福井市(なかでも「独立和
室系列」から「独立続き間系列」への移行)にお
いて顕著である。
住空間構成の主要なタイプ(1位"-10位)は表
2、表3に示すとおりである。
住宅雑誌では、居室 1室のタイプが 1位、 2位
を占め、これに「公室のみ」が3位と続いている
が、福井市では、公室と和室続き間の構成による
タイプが2位、 3位を占めており、続き間保有の
要求が高いことを示している。公室のタイプ別で
は、住宅雑誌は1位の rLDK，.Jと2位の rLDK+ .Jの両者で全体の30%占めているのに対し、福
井市では多様なタイプに分散していることが特徴
である。
E1-日.9 ~-1.9 鹿沼 -2.9 _ 3- (%) 
図3 公室と居室の構成(福井市)
EJ -日.9 ~ -1.9 ~-2.9 圃圃 3- (%) 
図4 公室と居室の構成(住宅雑誌)
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表2 住空間構成の主要なタイプ 表3 公室規模別の主要なタイプ
ネ面井市 (%) 住宅雑誌 (先) 福井市 C%) 住宅雑誌 (%) 
l p.回 19.5 1 LK・. 8.0 1 LDK.. 19.4 
..•....... 
2 p+(..) 12.9 2 I P+圃 16.7 2 山K.・ 6.8 2 山K+. 11.5 ・ー ・ ， -・ ...... 
3 p.(・・) 9.3 31Pのみ 7.4 3 LK +(・・) 5.1 3 LK .・ 7.0 
4 P+薗 8.5 4 ! p.・+. 5.9 
5 p.・+. 6.8 5 ! p+(・圃 4.7
6 p.・+C田町) 5.1 6 p .(・・) 4.5 
141川置 4.9 4 印Kのみ 6.1 
5 I LK+・ 4.7 5 LK+・ 5.0
6 ! DK・. 4.4 6 山K+C園田 3.8-ー・ ・
7 p.回+口 4.0 7 p.・+C・.) 2.9 
2.5 8 Pのみ 3.8 8 p.・+口
9 p 'C田口〉 3.0 8 P+.+ロ 2.5 
7 I DK.C.園 3.8 7 山K.・+・ 3.2
8 I LK.(・・ 3.6 8 四四) 20| ......................... 
9 1 LDK+・ 3.4 9 山K'・+口1.8
10 p+(..)+掴 2.3 10 p+(田口 2.3 10 I LDK・.+・ 2.5 10 山K.箇/口1.6
10 DK +C・.) 2.5 10 LK ・・+. 1.6 
10 DK .・+C回国) 2.5 
3.延床面積別にみた住空間構成
図3、図4について延床面積別に示したものが、図5である。さらに延床面積別の「公室規模」
「居室数J r居室系列」を表4に示す。
公室の規模について、福井市では延床面積の増大とともに rD KJから rL D K Jへと推移する
という傾向がみられる。一方、住宅雑誌では100m以下の小規模面積帯を除いておおむね rDKJが
1割、 r L KJが2割、 r LDKJが7割と、あまり変化はみられない。
居室数については、福井市・住宅雑誌ともに延べ床面積の増大にともない増加する傾向がみられ
る。福井市では140rrr、住宅雑誌では180mを境界として 1室以下の割合が急減し、代わって 2室以
上の割合が急増している。
居室系列の推移を延床面積別にみると、面積増加による主要な系列の推移は公室の規模によって
違いがみられる。 rLDKJについては160mを境界として、福井市では「接続和室系列」から「独
立続き間系列」へ、住宅雑誌では「接続和室系列」から「独立和室系列」を経て「独立続き間系列 J
へと移行している。 rLKJにおいては福井市・住宅雑誌ともに140m以下では「接続和室系列」及
び「独立和室系列」が主要な系列となっているが、 140m以上では「接続続き間系列J r独立続き間
系列Jr接続和室+独立続き間系列」の割合が増加し、多様な系列に分散している。 rDKJでは
福井市・住宅雑誌ともに120mを境界として「接続和室系列Jから「接続続き間系列Jへと推移して
いるが、さらに福井市では160m以上では「接続和室+独立続き間系列」へと移行している点が特徴
的である。
以上より、住宅 1階部分の住空間構成は「公室の規模J r居室数J r居室系列」という観点、から
みる限り、福井市・住宅雑誌ともに延床面積によってかなり規定を受けていることがわかる。これ
:ま、特に福井市の「公室の規模」と「居室数Jにおいて顕著である。なお、延床面積の変化にとも
なう「居室系列」の推移は「公室の規模Jの違いにより多様化し、福井市と住宅雑誌の住空間構成
をそれぞれ特徴づける要因となっている。また、住空間構成の多様性は rLKJタイプ、つまり公
室規模が20"-'30rrrのものにおいて集中的に現れることがうかがわれる。
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表4 延床面積別住空間構成
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表5 続き間の保有状況
福井市
延床面積(rf)
公 ILDK
室 ILK
ト…
規 IDK
模 11王
全体
45% 
14% 
50% 
41% 
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4. r続き間Jの保有状況
「忠実き問」の保有状況を示したのが表5である。「接続続き間系列J r接続和室+独立続き間系
列Jr独立続き間系列Jの合計は、福井市が44%、住宅雑誌が22%であるが、 「接続その他系列」
「その他(洋室系列)Jの一部にも「続き間」の保有がみられる。その結果「続き間Jの保有率は、
福井市46.1%、住宅雑誌23.5%となる。福井市での保有率は、住宅雑誌と比べて非常に高くなって
いる。
公室規模別に保有率をみると、福井市では rL D K J 40%、 r L K J 43%、 r D K J 58%、 r K J 
67%、住宅雑誌では rLDKJ20%、rLKJ22%、r D K J 53 %、 r K J 33%で、どの公室規模
においても、福井市の保有率は住宅雑誌を上回っている。また福井市では、公室規模が大きく、相
対的に保有率が低い rLDKJ rLKJでも4割が続き間を保有しており、ここでも福井市の続き
間要求の高さをうかがうことができる。
さらに、公室規模別に延床面積の増加による保有率の変化についてみると、廷床面積の増加にと
もなう保有率の増加の傾向が読み取れる。また、その増加の過程において保有率が急増する面積帯
がどの公室規模についても存在していることがわかる。この傾向は特に住宅雑誌おいて著しくみら
れ、 rL D K Jでは180討を境界として19%から52%ヘ、 rL r:Jでは140rrfの前後で9%から40%
へ、 rDK Jでは10rfにおいて0%から45%へと保有率が急増している。福井市についても、 rL 
DKJでは140...160mにおいて、 r LKJでは120m前後、 rDKJでは100討を境界として急増し
ていることカi確認できる。
5.居窒の接続形式
ここでな、接続系列の「和室Jと「続き間」について、公室との接続形式により類型化をおこな
い概略する。「接続和室」の接続形式は図6に示す4タイプに、 「接続続き間」の接続形式は図7
に示す6タイプに類型化し、結果をそれぞれ公室規模別まとめたものが表6、表7である。
図6 接続和主の類型化
ピ〉畑畑口幅1間以上区~公室
己接欄分間口幅1附亡コ居室
両用合体型
両用iDlJ型 両用角型
一体並列型
図7 接続続き間の類型化
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表6 接続和室の接続形式
表7 接続続き間の接続形式
「接続和室」の接続形式は、福井市で「両用 I型J53 %、 「一体型J39%、住宅雑誌で「両用 I
型J45%、 「一体型J41%と、この2タイプで大半を占めている。公室規模別にみると rL DKJ 
と rLE.Jでは違いは少ないが、 rDE.J rKJについては「両用 I型」の割合が高〈、福井市で
60%、住宅雑誌で65%を占めている。また住宅雑誌の rDKJで「一体型Jの割合が15%と相対的
に低くなっている点が注目きれる。
「接続続き間」の接続形式は、福井市では「両用直列型J r両用角型」がともに39%、住宅雑誌
で:ま「両用直列型」が35%、 「両用角型」が29%を占め、主要なタイプとなっている。なお住宅雑
誌では「両用合体型 J r一体並列型Jの割合が、福井市に比べてやや高くなっている。また公室規
模別にみると、福井市の rDKJ rKJでは「両用直列型」と「両用角型」で全体の約9割を占め
ているが、 rLKJでは「両用角型」の割合が減少しその他の形式に分散、 rLDE.Jでは「両用
直列型」の割合が減少しその他の形式に分散している。一方、住宅雑誌では「両用直列型」の割合
は、どの公室規模においても30%台であまη変化がみられないが、 「両用角型」の割合は公室規模
の増大にともない rD I~ J r K Jの56%から rL DKJの12%へと減少し、他の形式に分散してい
る。
6.まとめと今後の課題
以上、本論文では福井市と住宅雑誌の新築住宅についてその住空間構成の実態を検討し、住宅 1
階部分の住空間構成は「延床面積」に強く規定きれていること、また「居室の構成」と「公室の規
模Jには一定の連関的構造がみられること、さらに福井市と住宅雑誌とでは、その構造に違いがみ
られることを示してきた。
今後きらに、住宅 l階部分の面積との関係、 2階部分の室構成の実態等についての検討を踏まえ
たうえで、住み方調査により公室・居室の利用形態について検討をおこない、住空間構成の理念に
迫ることを課題としたい。
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